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一
般
質
問

湊　 清一 議員

相
双
地
方
の
連
携
で

相
双
地
方
の
連
携
で

常
磐
線
復
旧
を

常
磐
線
復
旧
を

議員のつぶやき
未

東京をめざす「スーパーひたち」（原ノ町駅）

会
」
を
国
が
設
置
し
検
討

中
。

　

本
市
に
お
い
て
も
情
報

伝
達
装
備
等
の
多
重
化
対

策
等
を
含
め
検
討
し
ま

す
。

問　

経
済
復
興
に
向
け
双

葉
地
方
と
の
連
携
に
つ
い

て
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
等
本
市

か
ら
首
都
圏
に
通
ず
る
交

通
ア
ク
セ
ス
は
、
相
双
地

方
の
経
済
復
興
の
命
運

を
握
る
も
の
で
す
。
特

に
、
常
磐
線
の
復
旧
の
見

通
し
の
立
た
な
い
状
況
の

中
で
、
双
葉
地
方
の
市
町

村
と
の
緊
密
な
連
携
協
力

問　

防
災
に
お
け
る
危
機

管
理
に
つ
い
て
。

　

３
・
11
巨
大
津
波
災
害

を
教
訓
に
早
急
な
消
防
法

の
見
直
し
と
消
防
組
織
の

改
革
・
改
善
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
本
市
の
消
防
団

員
が
９
名
、
相
馬
地
方
広

域
圏
全
体
で
は
20
名
の
将

来
あ
る
若
者
の
殉
職
で

す
。
常
備
消
防
の
殉
職
者

は
ゼ
ロ
。
尊
い
人
命
の
犠

牲
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
大
き

な
格
差
の
原
因
は
何
か
。

消
防
団
員
の
任
命
は
市
長

村
長
で
あ
る
。
常
備
消
防

等
と
の
連
携
、
伝
達
、
指

揮
命
令
等
組
織
に
原
因
が

あ
る
。
常
備
消
防
の
専
門

集
団
と
一
体
と
為
す
組
織

で
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
。

答　

全
国
で
254
名
の
殉
職

の
事
実
、
そ
の
背
景
、
被

害
拡
大
要
因
等
を
教
訓
と

し
て
「
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
消
防
団
活
動
の
あ

り
方
等
に
関
す
る
検
討

そ
の
他
の
質
問

❶ 

津
波
危
険
区
域
の
安
心

安
全
な
防
災
整
備
を

❷ 

常
磐
道
南
相
馬
IC
か
ら

ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
を

❸ 

農
林
漁
業
、
復
興
公
社

の
設
立
を
早
急
に

関
係
を
築
く
こ
と
が
、
何

よ
り
も
不
可
欠
と
考
え
る

が
。

答　

双
葉
地
方
の
管
理
者

で
あ
る
双
葉
町
長
を
初
め
、

各
町
村
長
と
の
連
携
を
深

め
て
、
と
り
わ
け
今
指
摘

さ
れ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
向
け
地
域
経
済
施

策
に
つ
い
て
協
力
す
る
つ

も
り
で
す
。

質問を終えて
　双葉地方３町と連携協
力が本市復興の最重要課
題と信ずるが、本気度を
期待するところです。

議員のつぶやき
未

消防団による捜索活動（原町区泉）

長
期
間
の
消
防
団
員
の

活
動
に
対
す
る
費
用
弁
償

２
千
800
円
と
聞
い
て
い
る

が
伺
う
。

答　

費
用
弁
償
、
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
一
回

当
た
り
２
千
800
円
、
近
隣

市
町
村
の
中
で
も
平
均
を

上
回
る
額
で
あ
り
ま
す
。

問　

今
回
の
よ
う
な
消
防

団
員
の
活
動
が
長
期
間
の

場
合
、
費
用
弁
償
の
金
額

に
つ
い
て
、
特
別
国
な
ど

小林 正幸 議員

問　

今
回
、
南
相
馬
市
内

で
約
650
名
の
尊
い
命
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
消
防
団
員
の
方
々
は
、

家
族
と
一
緒
に
避
難
さ
れ

な
い
で
犠
牲
者
の
捜
索
に

当
た
っ
た
団
員
が
多
く
い

た
が
、
そ
の
人
数
の
実
態

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

消
防
団
員
に
よ
る
活

動
の
実
績
に
つ
い
て
は
、

昨
年
３
月
か
ら
６
月
ま
で

延
べ
５
千
537
人
行
方
不
明

者
の
捜
索
の
み
な
ら
ず
遺

体
の
搬
送
、
支
援
物
資
や

燃
料
配
布
に
関
す
る
広
報

活
動
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
給
油
警
備
、
警
戒
区

域
周
辺
の
巡
回
を
含
め
た

夜
間
警
戒
広
報
な
ど
各
課

に
わ
た
り
災
害
活
動
に
従

事
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

問　

答
弁
の
よ
う
な
活
動

の
実
態
、
又
遺
体
を
洗
っ

て
く
れ
た
り
し
て
い
る
の

を
見
ま
し
た
時
、
大
変
御

苦
労
さ
ま
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
に

被
災
地
で
の

被
災
地
で
の

消
防
団
員
の
対
応
は

消
防
団
員
の
対
応
は

そ
の
他
の
質
問

❶ 

市
民
一
体
と
な
っ
た
復

興
に
つ
い
て

❷ 

市
職
員
の
家
族
と
の
生

活
状
況
に
つ
い
て

❸ 

地
域
振
興
策
に
つ
い
て

へ
要
望
す
る
考
え
が
あ
る

か
伺
う
。

答　

費
用
弁
償
、
手
当
に

関
し
て
現
在
見
直
す
考
え

は
な
い
し
、
要
望
す
る
考

え
も
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、消
防
団
員
の
方
々

が
し
っ
か
り
と
活
動
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
装
備

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質問を終えて
　現在、放射能問題につ
いて論じられ、津波被災
者への対応が薄れている
のでは？



11 市議会だより　　みなみそうま（Vol.25）

一
般
質
問

西　 銑治 議員

漁
業
復
興

漁
業
復
興

支
援
対
策
に
つ
い
て

支
援
対
策
に
つ
い
て

議員のつぶやき
未

真野川河口の被害状況

防
施
設
整
備
計
画
は
、
津

波
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

減
災
を
図
り
津
波
に
強
い

都
市
基
盤
整
備
の
一
環
と

し
て
多
様
・
多
重
な
防
潮

機
能
を
発
揮
す
べ
き
で
あ

る
。
震
災
前
の
防
波
堤
よ

り
、
ど
の
程
度
嵩
上
げ
を

す
る
か
具
体
的
な
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
伺
い

た
い
。

答　

防
波
堤
は
現
在
6.2

メ
ー
ト
ル
を
7.2
メ
ー
ト
ル

問　

大
津
波
に
よ
り
日
常

生
活
に
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
イ
ン
フ
ラ
は
も
と
よ

り
、
漁
港
、
船
舶
、
魚
市

場
な
ど
水
産
業
も
壊
滅
的

打
撃
を
受
け
た
。
一
部
の

人
は
漁
業
を
や
め
た
い
、

海
の
そ
ば
に
は
住
み
た
く

な
い
な
ど
、
先
の
見
え
な

い
状
況
に
喘
い
で
い
る
。

多
く
の
漁
業
者
は
海
で

培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

生
き
残
り
を
掛
け
、
漁
業

再
開
に
向
け
海
の
瓦
礫
清

掃
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
市
の
具
体
的
な
漁
業

復
興
支
援
計
画
を
伺
い
た

い
。

答　

漁
業
関
連
施
設
整

備
、
漁
船
の
共
同
利
用
、

漁
具
の
導
入
費
な
ど
、
漁

業
者
の
経
営
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
併
せ
て
年

次
計
画
に
よ
り
、
上
架
施

設
、
荷
さ
ば
き
場
、
漁
具

倉
庫
な
ど
も
含
め
、
漁
港

災
害
復
興
事
業
で
整
備
す

る
。

問　

漁
港
周
辺
の
沿
岸
堤

に
嵩
上
げ
を
図
る
。

　

漁
港
整
備
計
画
は
、
本

年
度
内
に
船
つ
き
場
ま
で

の
航
路
の
浚
せ
つ
お
よ
び

護
岸
整
備
等
を
行
う
。

　

24
年
度
に
は
、
港
口
付

近
の
防
波
堤
、
臨
港
道
路

の
整
備
。
25
年
度
以
降
沖

防
波
堤
に
着
手
予
定
。

　

真
野
川
漁
港
周
辺
海
岸

堤
防
に
つ
い
て
は
24
年
度

か
ら
着
手
出
来
る
よ
う
関

係
機
関
お
よ
び
県
港
湾
事

務
所
と
協
議
し
て
行
く
。

質問を終えて
　防波堤が今より１メー
トルだけしか高くならな
い！今回の大津波を教訓
としてないのでは…。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

集
団
移
転
事
業
の
早
期

促
進
に
つ
い
て

❷ 

小
中
学
校
に
お
け
る
放

射
線
教
育
に
つ
い
て

議員のつぶやき
未

高齢者向け自由参加型サロン

神
的
賠
償
を
求
め
て
い
く

上
で
も
重
要
な
証
明
書
と

な
る
。
被
ば
く
手
帳
を
交

付
す
る
考
え
は
。

答　

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
や
甲

状
腺
検
査
等
の
結
果
を
総

合
的
に
記
録
で
き
る
県
民

健
康
管
理
フ
ァ
イ
ル
を
全

県
民
に
配
布
す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を

活
用
し
、
市
民
の
健
康
管

理
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

問　

震
災
後
、
市
内
の
病

院
及
び
介
護
施
設
は
、
ス

荒木千恵子 議員

問　

将
来
に
渡
っ
て
子
ど

も
の
健
康
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
、
医
療
・
福
祉
・

教
育
等
の
専
門
家
か
ら
成

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
立
ち
上
げ
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

現
在
、
庁
内
関
係
部

局
、
医
療
機
関
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
各
種
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

問　

実
生
活
に
活
か
せ
る

実
践
的
な
形
で
、
子
ど
も

の
健
康
や
生
活
を
守
っ
て

い
け
る
体
制
と
な
る
の

か
。

答　

医
師
、
保
健
師
、
栄

養
士
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

や
外
部
の
専
門
家
も
含
め

て
横
断
的
に
実
施
し
て
い

る
。
今
後
と
も
連
携
を
深

め
て
推
進
し
て
い
く
。

問　

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
や
定

期
的
な
健
診
結
果
を
系
統

的
に
記
録
し
て
、
継
続
的

な
健
康
管
理
を
し
て
い
く

上
で
、
被
ば
く
手
帳
が
必

要
と
考
え
る
。
東
電
と
国

に
医
療
費
、
身
体
的
・
精

放
射
能
か
ら

放
射
能
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
に

子
ど
も
を
守
る
た
め
に

タ
ッ
フ
不
足
で
十
分
に
稼

働
で
き
な
い
。
ス
タ
ッ
フ

確
保
対
策
と
し
て
、
住
宅

確
保
等
の
特
別
措
置
を
国

に
申
し
入
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

国
に
は
申
し
入
れ
て

い
る
。
今
後
と
も
国
、県
、

近
隣
の
自
治
体
と
も
協
力

し
て
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質問を終えて
　原発事故からの教訓
は、利益優先の大企業本
位の政治から人間らしい
政治に変えること。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

健
康
診
断
を
定
期
的
に

か
つ
恒
久
的
に
無
料
で

行
う
こ
と
に
つ
い
て

❷ 

仮
設
住
宅
、
借
り
上
げ

住
宅
も
含
む
在
宅
要
介

護
者
へ
の
対
応
は


